
No.113
冬号
Winter 2024

上郡町 千種川

大気汚染防止法に基づく大気汚染対策
兵庫県環境部水大気課

災害が起きる前に備えたい
能登半島地震から考える災害時のトイレ

兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 教授 阪本 真由美 氏





WINTER-2024





WINTER-2024







県立淡路高等学校

【県立淡路高等学校】 淡路市富島171-2  https://www.hyogo-c.ed.jp/̃awaji-ahs/

震災を学び、語り継ぐ
地域が舞台の防災授業

震源地に一番近い県立高校として

一人ひとりが“自分ごと”に

震災時の経験を地域の人から聞いて学びます▲

北淡震災記念公園での
語り部活動

▲

震災記念公園で語り部活動も
　学校のすぐ近く、野島断層を保存・展示する「北淡震
災記念公園」での語り部活動も長く続けています。来館
者に声をかけ、断層や地震直後を再現した台所といっ
た展示物の前で当時の状況を説明。事前の授業で原稿

　阪神・淡路大震災で大きな被害を受けた淡路市富島
地区に立地する県立淡路高等学校。震源となった野島
断層に一番近い学校として、防災を学ぶ授業を平成11
年度に導入しました。現在、2年生15名が履修する選択
科目「防災と心のケア」です。
　「南海トラフ地震に備えたい」「防災について勉強し
たい」「阪神・淡路大震災について、話には聞くけれど、
何があったのかもっと知りたい」。生徒たちがこの科目
を選んだ理由はさまざまです。週に2時間の授業では
地震のメカニズムから防災の知識、心のケアのための
心理学などを学ぶほか、学校の外へ飛び出して地域と
連携した活動を行っています。
　住民を訪ねて震災時の話を聞き、新しくなった富島
のまちを見て歩く活動もその一環です。「このまちに何
が起きたのか。自分で足を運んで知ることに意味があ
ります。生徒たちはみんな一生懸命に地域の方のお話
を聞いています」と担当の増井眞由美先生。地域の人
に学校に来てもらって話を聞く機会も設けています。

　夏休みには自分が
住む地域を歩いて危
険箇所を確認。ハザ
ードマップを作りま
す。毎年11月の文化
祭では授業の成果を
発表するほか、子ど
も向けにお菓子を入れた防災ポシェット作り教室を開
催しています。
　今後はさらに地域との連携を深め、保育所での防災
絵本の読み聞かせなどができないかと検討中です。ま
ずは自分の身を守ること、そして自分の家族や大切な
人を守ること。「１年間の学びを通して、災害、防災を他
人ごとではなく自分ごととしてとらえてほしい。そして、
いざというときにリーダーとして行動できるようになっ
てほしい」と増井先生。震災を教訓に25年前に始まっ
た授業は、地域を舞台に大切に継承されています。

を用意して当日に臨んでいま
す。高校生語り部の話に皆さん
熱心に耳を傾けてくれるそうで
「準備に時間はかかりますが、来
館者の方々の反応に触れて生
徒は語り部の意義を実感します」
と増井先生は言います。
　なかには、自分が経験してい
ないのに語り部活動をしていい
のかという生徒もいました。「震
災を経験した人は少しずつ減っ
ていく、誰かが伝えていくことに意味があるんだよと話
しました」。今年の授業では、今起きている災害に対し
てもできることをやっていこうと、能登から現地の新聞
を取り寄せて被災地の状況を学んでいます。

子ども向けの防災ポシェット作り教室▲

座学やワークショップも
実践的

▲

地域の環境活動



緑の中に広がる清和台の森▲

企業訪問

研修施設が自然環境を学ぶ場に

環境省「自然共生サイト」に認定

森の中を明るく。伐採実習で体験する▲

自然共生サイト＝2030年までに陸と海の30%以上を健全な生態系と
して効果的に保全する国際目標「30by30」を達成するため、民間の取り
組み等を国が認定する制度。

※ 

〒666-0144  川西市柳谷字隠場41-1　https://www.takenaka.co.jp/

竹中研修所 清和台の森 （株）竹中工務店の研修所として1972年に開設。年間を通じて多種
多様な社員研修を実施している。山林を含む8haの敷地に研修施設
が点在する。

　竹中研修所 清和台の森は、ニュータウンに囲まれた
一角に広がります。長く社員教育の場として活用され
てきましたが、2017年に再整備が決定。生態系や生物
多様性保全・回復を学ぶ場としても機能することになり
ました。
　2018年には、「清和台の森づくり研修」と題したプロ
グラムを導入。手挙げ制の社員研修として、敷地内の
里山放置林を健全な林に変えていく取り組みを始めま
した。参加者の年齢も職種もさまざま。生物多様性や
里山保全の基礎を学ぶ初級研修、森の中で実際に保全
活動を行う中級研修、初・中級を経て社会課題の解決
や自社の事業に役立つ取り組みを考える上級研修とス
テップアップする仕組みで、兵庫県立人と自然の博物
館のサポートを受けて実施しています。
　「森づくり研修の目的は、自然を理解して地域や社会
に貢献し、当社の事業であるまちづくりに活用できる人
材を育成することです」と担当の向山雅之さん。研修で
は、まず「日本一の里山」と称される近くの黒川地区へ。
切り出したクヌギから茶の湯用の「菊炭」を作る農家や、
保全活動に取り組む市民団体に話を聞いて知識を深め
ます。森の中では植生や生き物の調査を入口に、光を
遮る常緑樹の伐採、里山景観を生むクヌギの苗木の植

　森づくり研修
が始まって6年
で、初級・中級・上
級あわせて300
人余りがプログ
ラムを修了しま
した。参加者の
満足度は高く、
さらに上のクラ
スを要望する声が出ています。こうした活動や長らく生
物多様性を維持してきた点が評価され、2024年2月、
敷地のうち6.5haが環境省の自然共生サイト※に認定
されました。
　担当の里勝典さんは、生物多様性や自然共生サイト
に対する各企業の関心の高まりを実感しています。「実
践・検証の場での森づくりを、実践を通した人づくりに
つなげ、建設会社としてのまちづくりに生かす。当社の
このサイクルに興味を感じて、見学に来る方も増えて
います」と話します。
　2024年5月には自然関連財務情報をまとめたTNFD
レポートを建設業界で初めて開示しました。もちろん清
和台での森づくり活動も紹介しています。開設から半世
紀余りを経た研修施設は今、人と森を育て、生物多様性
保全の技術につなぐ新たな使命を担っています。

樹、活動のための道づくりやフィールドセンターの改修
など、実践的な活動を展開しています。当初から多様な
動植物種の生息が確認できた清和台の森ですが、研修
で常緑樹を伐採し、林内に光が入るようにしたエリアで
は、数年経過して植物の種類が増加したことが分かり
ました。

保全や活用の技術を検討するワークショップ▲

建設大手竹中工務店の研修所には、自然あふれる里山環境が
広がっています。6年前から生物多様性保全とその技術の活用、
人材育成を目的とする「森づくり研修」を開始。全国から集まった
グループ社員の皆さんが実践的な活動に取り組んでいます。

生物多様性に貢献を
森づくりの研修が進む
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■上郡町 農林振興課 TEL0791-52-1116  〒678-1292 赤穂郡上郡町大持278  https://www.town.kamigori.hyogo.jp/

かみ ごおり

●人口/13,638人　●世帯数/6,404世帯
●面積/150.26㎢　（2024年7月1日現在）

町域の大半を山地・丘陵地が占め、中央部には清流
千種川が流れる自然豊かな町。「さわやかに歴史と
未来の出逢うまち」をテーマに、「水の郷百選」にも
認定されています。米やモロヘイヤ、ぶどうなどが
特産で、赤松円心ゆかりの白旗城跡など史跡も点
在。町の一角には最先端の研究施設が所在する播
磨科学公園都市が広がります。

持続可能な農業を目指して
「オーガニックビレッジ」宣言

市町の取り組み

西播磨地域で初の宣言

子どもと自然環境を大切に

ひょうご安心ブランド＝化学肥料や農薬などの厳しい基準をクリアした
兵庫県認証の食品

※ 

圃場での講習会▲

今年5月に行われた「オーガニックビレッジ」宣言式▲

地元のお米を使った給食も好評▲

上郡町
　環境意識や有機農業への関心の高まりを受けて、上
郡町では今年5月に西播磨地域で初めての「オーガニッ
クビレッジ」を宣言しました。「オーガニックビレッジ」は農
林水産省が提唱するもので、環境に配慮した有機農業
を推進する市町村を指します。上郡町でも同省「みどり
の食料システム戦略」の交付金を活用し、有機農業者の
増加と有機農業面積の拡大を目指します。
　宣言に先立って、具体的な取り組み内容をまとめた
「上郡町有機農業実施計画」を策定。今年度からの5年計
画で、有機農業者は現在の10経営体から15経営体、有
機農業面積は11.92haから17.00ha、有機JAS認証取
得者は現在の0→5経営体とする目標を掲げました。
　町農林振興課の鯵坂さんは、「西播磨地域ではまだ有
機農業の機運が熟していません。まずは生産者と面積
を増やし、そこからさらに有機JAS認証取得者を増やし
たいと考えています」と話します。そこで町では有機ＪＡＳ
認証を取得するための助成制度を創設するなど、環境
整備を本格化させているところです。試験的な取り組み
は昨年度から始め、専門家を招いた有機農業の講習会
を開催してきました。農業関係者はもちろん家庭菜園を
楽しむ町民らも対象に、農薬の環境負荷といった基本的
な知識から圃場の転換、栽培技術まで学ぶ機会を提供

　町内のスーパーや直売所に特設売場を設置したり、地
域のイベントにブースを設けたりと、有機農業に関心を
持ってもらう取り組みも進んでいます。都市部に販路を
広げようと、阪神間の百貨店や商店街のイベントにも参
加。「ひょうご安心ブランド」※の認証を得た町産農産物
を販売しPRに努めています。
　さらに今秋から
は、「ひょうご安心
ブランド」の町産米
を町内の認定こど
も園の給食に提供
しています。昨年度
は年間を通じて33
日間の提供でした
が、通年で地元の
安心でおいしいお米を食べてもらえるようにしました。
「いずれは有機JAS認証を取得したお米を提供できるよ
うにしたい。さらに小中学校での給食にも展開していく
のが目標です」と町農林振興課の吉田さんは言います。
　上郡町が有機農業を通して目指すのは、「子どもと自
然環境をより大切にするまち」です。有機農業と慣行農
業の共存を図りつつ、豊かな自然環境を大切にする持続
可能な農業振興が始まっています。

しています。今年度もこ
うした講習会を開催する
とともに、アイガモロボ
ット等を使った除草実験
など、実践的な栽培技術
支援を行っています。

あじさか



解体現場における
アスベスト（石綿）飛散状況調査について

兵庫県環境研究センター
１ アスベストとは
　アスベストは、天然にできた極めて細い鉱物繊維で、耐熱性・耐薬品性に優れていることから、建築物材料と
して広く使用されてきました。日本で使用された代表的なアスベストは、クリソタイル（白石綿）、アモサイト（茶
石綿）、クロシドライト（青石綿）です。

　立入検査の効率化のために、過去からの解体現場でのアスベスト
漏えい結果を用いて解析等を実施しています。
　研究の結果、アモサイトやクロシドライトはクリソタイルよりも漏え
いしやすいこと等が分かっており、立入検査担当者にフィードバックし
ています。
　今後さらに監視調査業務に有用な解析を進めていきます。

　建築物解体時には、一般大気中への飛散防止のため、アスベストの
漏えい防止の措置とその確認が大気汚染防止法等により求められて
います。そのため、作業現場の隔離や集じん機の正常稼働を確保する
必要があります。兵庫県は原則全件立入検査を実施しており、当セン
ターが同行し、集じん機出口やセキュリティ前で試料捕集後、位相差
偏光顕微鏡にてアスベスト漏えいの有無を確認しています。

　一方で、アスベスト吸入が肺がんや悪性中皮腫等を引き起
こすことから、平成18年9月以降新たな使用等は禁止された
ものの、その多くが建材として存在しています。
　国土交通省の推計によれば、アスベスト使用建築物の解
体件数が令和10年にピークを迎えると予測されていること
から、建築物の改修・解体時におけるアスベストの漏えい監
視が重要になっています。 御薗宇

クリソタイル アモサイト

位相差／偏光顕微鏡 研究の詳細は
こちらから

セキュリティ前・集じん機出口でのサンプリング

アスベスト使用民間建築物の解体件数（全国推計）（国土交通省）

クロシドライト
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２ 兵庫県環境研究センターの役割

● 建築物解体中の漏えい監視調査

● データ収集・解析

研究紹介研究紹介introduction of RESEARCH

　当協会環境技術事業本部では、別途料金により、建築物等の解体・改修工事に伴う事前調査（書面・目視調査等）、アスベスト
含有分析及び周辺での気中濃度測定等を実施しています。なお、調査には必要な資格保有者が対応させていただきますので、
建築物解体工事等の計画時には是非ご相談ください。

～アスベスト調査と分析のご案内～
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　環境省では、2050年カーボンニュートラル及
び2030年度温室効果ガス46％削減（2013年度
比）の実現に向けて、国民・消費者の行動変容と
ライフスタイルの変革を後押しする「デコ活（脱
炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民
運動）」を実施しています。「デコ活」とは、二酸化
炭素（CO₂）を減らす（DE）脱炭素（Decarbon-
ization）と、環境に良いエコ（Eco）を含む"デコ"
と活動・生活を組み合わせた新しい言葉で、脱炭
素に向けてエコで豊かな生活をすることです。兵
庫県地球温暖化防止活動推進センターもこの活
動を推進しています。
　暮らしの中で、デコ活を心掛けていきましょう。

デコ活に取り組もう！

総合誌 瀬戸内海
瀬戸内の自然・社会・人文科学の総合誌として
「瀬戸内海」を年2回発行しています。
テーマごとに瀬戸内海の各種情報等が満載です。

〒651-0073
神戸市中央区脇浜海岸通 1-5-2　
人と防災未来センター 東館 5階
TEL : 078-241-7720
FAX : 078-241-7730
E-mail : web@seto.or.jp
HP：https://www.seto.or.jp/

　次の世代に豊かで美しい瀬戸内海を
引き継ぐための事業推進に、ご協力を
お願いします。
   特典 ： 総合誌「瀬戸内海」の配布、
　　　　講演会・研修会の受講等
　会費 ： 年額62,000円

公益社団法人
瀬戸内海環境保全協会

販売価格（消費税、送料込み）
　年間購読（2冊） 2,500円
　単品購入（1冊） 1,500円

最新号の特集テーマ
第88号(2024年9月発行) 
瀬戸内海国立公園指定から90周年を迎えて
第87号(2024年3月発行) 
瀬戸内海環境保全臨時措置法の制定から50周年を迎えて

★デコ活アクション まずはここから★

電気も省エネ 断熱住宅

こだわる楽しさ エコグッズ

感謝の心 食べ残しゼロ

つながるオフィス テレワーク

デ

コ

カ

ツ
※デコ活の詳細は環境省のホームページをご覧ください。  https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/

電気代をおさえる断熱省エネ住宅へのリフォーム、
もし家を建てるならZEHを取り入れましょう

省エネ家電、LED照明、高効率給湯器を取り入れたり、
クールビズ・ウォームビズ、サステナブルファッションに取り組みましょう

食品の食べ切り、食材の使い切り、地産地消などで
食品ロスをなくしましょう

テレワークを導入して、移動時間の削減により
通勤の疲労を減らし余暇時間を増やしましょう

賛助会員募集中
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	8ページ
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